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１．はじめに

　筆者は2005年11月20日から12月3日までの2

週間，アメリカ合衆国のカリフォルニア州にある，

ピルグリム・プレイス（Pilgrim Place）というリ

タイアメント・コミュニティにて実習を行う機会

を得た。リタイアメント・コミュニティというシ

ステムそのものがわが国においてはあまり馴染み

がないだけでなく，ピルグリム・プレイスはクリ

スチャン・プロフェッショナル・リタイアメント・

コミュニティ（Christian Professional Retirement

Community）と呼ばれる，アメリカ合衆国の中で

も非常に特殊なリタイアメント・コミュニティで

ある。

　わずか2週間という短期間であったが，そのコ

ミュニティのシステムとそこに暮らす高齢者達の

ライフスタイルは，今まで高齢者分野のソーシャ

ルワーカーとして従事してきた筆者にとって一つ

のカルチャーショックであり，今後，我が国の高

齢者のライフスタイルを考える上で，重要な示唆

が与えられるように思われた。そこで，本稿では

この2週間の経験とそれを記したフィールドノー

ト，またそこで得られた様々な資料をもとに，ピ

ルグリム・プレイスのシステムについて報告した

い。

　近年，わが国においても高齢者の価値観が多様

化しており，欧米諸国のように自らの手で老年期

のライフスタイルを選択するという時代になりつ

つある。わが国の平均寿命は世界の中で最も高く，

少子高齢化による高齢者人口の増大はとどまると

ころを知らない。今後，高齢者がどれだけ自らが

満足する，いわゆる生活の質（quality life；以下

QOL）が高いライフスタイルを選択していくこと

ができるかは，社会全般の非常に大きな課題に

なっていくものと思われる。

　当然のことながら，わが国とアメリカ合衆国で

は社会の構造そのものが異なっているため，単純

な比較は困難である。また，そもそもQOLは非常

に漠然とした概念であるだけでなく（古谷野，

2004），本稿自体が現在研究されているQOLに関

するなんらかの指標に基づいた客観的なデータを

用いたものではないため，このコミュニティのシ

ステムがすなわちQOLの高いライフスタイルをも

たらすものであるとは言えない。しかし，この特

殊なシステムを考察することは，今後高齢者分野

のソーシャルワーカーの援助，特にマクロ・メゾ

領域の援助を考える上で一つの例になるという点

において，意義があるものと思われる。



122

ルーテル学院研究紀要　No.40　2006

２．コンティニュイング・ケア・リタイア
メントコミュニティ（Continuing Care
Retirement Community）

　ピルグリム・プレイスは，リタイアメント・コ

ミュニティと呼ばれる高齢者の入所施設である。

まずは，わが国においてあまり馴染みのないリタ

イアメント・コミュニティについての概要を述べ

たい。

　民間ベースでのサービスが主体のアメリカ合衆

国における高齢者の入所サービスは，規模・機能・

運営主体など非常に多岐にわたっており，厳密な

分類は困難である。入所サービスの中でも，ピル

グリム・プレイスはコンティニュイング・ケア・リ

タイアメント・コミュニティ（Continuing Care

Retirement Community；以下CCRC）と分類され

る居住コミュニティである。

　CCRCとは，全米高齢者住宅協会（American

Association of Homes and Services for the Aging：

以下AAHSA）によると，｢他の高齢者サービスと

は異なる，進取の気概に富み，自立したライフス

タイルを提供する施設であり，一つの場所で居

住・サービス・介護などを長期間にわたって提供

を受ける契約を結ぶことで，年齢を経るごとに変

化する高齢者のニーズを継続的に満たしていく施

設」と定義されている（AAHSA，2006）。

　CCRCは，この長期間にわたる継続的なケアを

提供するため，①インディペンデント・リビング

（Independent Living），②アシステッド・リビン

グ（Assisted Living），③スキルド・ナーシングケ

ア（Skilled Nursing Care）の3つの機能を有する

ものを指す（U.S. Department of Health and Hu-

man Services，1997）。

　インディペンデント・リビングは，介護を必要

としない高齢者を対象にした住居である。この自

立した高齢者のみを対象にした，CCRCではない

リタイアメント・コミュニティも多い。

　アシステッド・リビングは，24時間の介護は必

要とされないが，日常生活において食事・清掃・洗

濯・入浴など，軽度の介助が必要とされる高齢者

向けの施設である（和気， 2000）。独立して運営を

行う施設もあるが，CCRCの中にある事が多い。

　スキルド・ナーシングケアは，重度の介護と医

療ケアを必要とする高齢者向けの施設であるナー

シング・ホームが中心となっている。現在，アメ

リカ合衆国の公的な医療保障であるメディケイド

（Medicaid）とメディケア（Medicare）1)の償還が

認められているナーシング・ホームは医師の往診

を含めた広範囲な医療，24時間の看護・介護，リ

ハビリテーション，社会的サービスが提供される

高度看護ケア施設（Skilled Nursing Facilities），高

度看護ケア施設よりも緩和されたレベルの長期ケ

アを提供する中間的ケア施設（Intermediate Care

Facilities）の2種類がある（和気，2000）。

　CCRCは，これらの機能を一ヵ所に集約したコ

ミュニティであり，広大な敷地の中においてこれ

らの機能を全て提供することで，入居者は年齢・

健康状況等に応じて継続したサービスを受ける事

ができる。

　運営形態としては，一定の経済力のある高齢者

を対象として，安全性や娯楽性を謳って民間企業

が開発しているものもある（和気，2000）。しかし，

基本的には中産階層のために非営利団体（Not-for-

Profit Organizations）が運営しているものが多く，

2006 年のAAHSAの統計によると，認可された

CCRCは全米で2240ヵ所あり，そのうち4分の3が

非営利団体となっている（AAHSA，2006）。

３．ピルグリム・プレイスの生活環境―地
域特性と社会資源

（１）ピルグリム・プレイスの概要

　Pilgrim Placeは，アメリカ合衆国の西海岸，カ

リフォルニア州ロサンゼルスより西に30マイルほ

どのクレアモント（Claremont）に位置する。クレ

アモントは人口約３万６千人，“San Gabr ie l

Mountains”と呼ばれる美しい山の麓にある自然

豊かな場所であり，“Claremont Colleges”と呼ば

れる７つの大学を中心とした，閑静な大学の町で

ある。住民の多くは中産階層であり，治安も良好
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である。

　町の中心地である大学周辺からさほど離れてい

ない，クレアモントのメインストリートから一つ

路地を挟んだ，豊かな木々に囲まれた閑静な住宅

地の中にピルグリム・プレイスは位置する。

　ピルグリム・プレイスがこの地に設立されたの

は1915年である。キリスト教の教派の一つである

“United Church of Christ”（以下UCC）が，海外

で宣教をしていた宣教師のために設立した，

“Claremont Missionary Home”が始まりである。

現在は，UCCの直接的な運営ではなく、非営利団

体（Not-for-Profit Organizations）としての運営が

なされている（Pilgrim Place，2005）。

　キャンパスの広さは約1.2k㎡，約330人が生活

している。碁盤の目のような街路に囲まれた，長

方形の1ブロックのほぼ全体がキャンパスになっ

ている。入り口にゲートはなく，また，外のコミュ

ニティと隔絶するフェンスもない。街路に面して，

インディペンデント・リビングの一戸建住宅が立

ち並んでいるため，一見するとそこがリタイアメ

ント・コミュニティであるとは想像できない。

　内部は，185戸のインディペンデント・リビング

の一戸建て住宅（アパートメント１棟），“Pitzer

Lodge”２）という名称のアシステッド・リビングの

ケア付き住宅，“Health Service Center”と呼ばれ

るナーシング・ホーム，ダイニングルーム，フィッ

トネスセンター，エクササイズセンター，アク

ティビティセンター，視聴覚ホール，図書館，ゲ

ストルーム，Arts & Craftsビルディング，ランド

リー，博物館など，様々な社会資源で構成されて

いる。（図１）

（２）インディペンデント・リビング

　インディペンデント・リビングのレジデント

（residents：入居者）３）の生活は多忙である。ほと

んどのレジデントは，後述するようにピルグリ

ム・プレイスの内外で積極的な活動を行っている

ため，自分のスケジュールの中で自由に，そして

アクティブに生活している。

　日常の生活の中でレジデントが顔を揃えるのは

昼食時である。昼食時になると，特別な予定がな

い限りほとんどのレジデントがダイニングルーム

に集まる。平均すると100人を超えるレジデント

が一緒に昼食を楽しむ。このダイニングルームで

の昼食は，単に食事をするだけではなく，レジデ

ントの社交の場であり，インフォメーション共有

の場でもある。通常７人から８人で一つのテーブ

ルを囲むが，席は指定となっており，その組み合

わせは毎日変更する。このため，毎回異なるレジ

デントとテーブルを囲むこととなり，レジデント

同士の親密性が高まるようになっている。

　また，レジデント同士で共有すべきインフォ

メーションは，食事が半ばを過ぎた頃，インフォ

メーションの場が設けられる。レジデントは正面

に備え付けられたマイクの前に並び，アクティビ

ティの案内，ゲストの紹介などのインフォメー

ションを伝達する。この他にも，レジデントの作

るニュースレター，掲示板，ビデオなど様々な手

段でインフォメーションの共有がなされている。

　基本的に，インディペンデント・リビングのレ

ジデントに対するサービスは昼の食事のみである。

しかし，例えば独居の場合，食事のデリバリーや，

ハウスキーピング，庭の手入れなどのサービスを

受けることも可能である。

（３）Pitzer Lodge

　アシステッド・リビングのレジデントは，Pitzer

Lodgeと呼ばれるケア付住宅にて生活している。

ここでは，食事，ハウスキーピング，健康指導，入

浴介助などのサービスが提供され，食事は３食と

もPitzer Lodgeのダイニングルームで提供されて

いる。メンバーの多くは何らかの介助が必要であ

るため，インディペンデント・リビングのメン

バーほどの活動はしていない。しかし，例えばコ

ンサートやパーティなどのアクティビティには参

加する者も多く，中にはインディペンデント・リ

ビングのメンバーと共に外部のコミュニティでの

活動に参加するレジデントもいる。

　スタッフは2 人の看護師（Licensed Clinical

N u r s e ：以下 L C N）を中心にケアワーカー
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（Certified Nurse Assistant：以下CNA）が配置さ

れており，CNAによる24時間の当直体制もある。

（４）Health Service Center

　ナーシング・ホームは，“Hea l th  Se rv i c e

Center”（以下HSC）という名称で呼ばれている。

前述の高度看護ケア施設に分類される施設であり，

24時間の看護・介護が必要な者へのケアを提供し

ている。HSCは，寝たきりの高齢者や認知症高齢

者へのケアだけでなく，ホスピスとしての機能も

有している。スタッフは，LCNを中心に，CNA，

ソーシャルワーカー，リハビリスタッフ，事務ス

タッフで構成されている。医療・看護・介護のサー

ビスのみでなくリハビリテーション，グループ

ワーク，ソーシャルワーカーによるソーシャル

サービスに関する相談なども行われている。また，

外部からのボランティアも積極的に受け入れてい

る。

　HSCの役割は，要介護状態になったレジデント

にケアを提供する場だけではなく，クリニックと

して，医療を提供する場でもある。また，HSCへ

の入所は，ピルグリム・プレイスのレジデントで

なくても可能である。現在，68ベッドを有するが，

そのうち60％のベッドにはレジデント以外の地域

住民が入所しており，地域のナーシング・ホーム

としての役割も担っている。それ故，HSCはピル

グリム・プレイスの中で一種独立した存在となっ

ている。

　

４．クリスチャン・プロフェッショナル―
レジデントの特性

　ピルグリム・プレイスのレジデントは，2005年

現在，326人のレジデントが暮らしている。その

内，119名が男性，207名が女性であり，男女の比

率はほぼ１：２となっている（Pilgrim Place，

2005）。この点では，今までの研究結果によって明

らかにされている，大部分の高齢専用施設では一

般的に男性より女性が多いという特性と類似する

（Smithers， 1985）。

　しかし，ピルグリム・プレイスには他のリタイ

アメント・コミュニティや高齢者施設とは異なる

特徴がある。それは，レジデント全員がある一定

の条件を満たしたクリスチャン・プロフェッショ

ナルであるということである。これは，従事して

いた職業と宗教に同質性があるということを意味

している。

　クリスチャン・プロフェショナルとは，Pilgrim

Placeの入居用件に詳細が説明されている。入居に

当たっては，要約すると以下の要件を満たす必要

がある（Pilgrim Place，2005）。

① 宣教師，牧師，神学を教授していた者，

YMCA，YWCA，その他教会関係の様々な職

などのクリスチャン・プロフェッショナルと

して，20年以上にわたりフルタイムで働いた

経験がある者

② ①の入居資格を満たす者と20年以上婚姻関

係にあるか，生活を共にしていると認められ

る者。

③ 所属していた教会もしくは組織がキリスト

教であり，エキュメニカル（ecumenical：超教

派的）な考えを持っていると認められること。

④ 入居時の年齢が65歳から75歳であること。

⑤ 入居時に心身共に健康で，自立した日常生

活が可能であること。

　この基本的な条件を満たした上で，海外で宣教

していた者，人種・民族がマイノリティである者，

教会における活動がより長い者，UCCの活動に従

事していた者などに優先順位が与えられる。

　これは，ピルグリム・プレイスがUCCによって，

海外で宣教活動をしていた宣教師のためのホーム

として設立されたという歴史的背景と，人種・民

族に関しては“多様なコミュニティ”を目指すと

いう目的があるためである。現在も，レジデント

の半数が海外で宣教をしていた経験があり，その

数は45ヵ国にものぼる。また，エキュメニカルな

信仰に対して理解のあるクリスチャン・プロ

フェッショナルであればメンバーになることがで

きるが，UCCに属するレジデントが50%と非常に

多い。（Pilgrim Place，2005）。
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　また，大きな特徴として挙げられるのは，資産

要件の審査（Means Test）がないという点である。

AAHSAの1991年の調査では，1988年から1991

年までに開設されたCCRCの約7割が利用料の1.5

～2.0倍の月収あることを入所要件にしており，ま

たその他のCCRCでも何らかの収入もしくは資産

の審査がある（U.S. Department of Health and Hu-

man Services，1997）。

　このように，ピルグリム・プレイスにおいては，

人種や民族，教派，資産などにとらわれることな

く，クリスチャン・プロフェッショナルとしての

経験を持ち，エキュメニカルな信仰とアクティブ

なライフスタイルを楽しみ，かつそのコミュニ

ティを自らの手で運営することに対し強い希望を

持つ者であればレジデントになることが可能であ

る。人種差別や教派の対立はない。このレジデン

トの特性が，後述する様々なシステムが成り立つ

大きな要因になっている。

５．レジデントの自治により成り立つシス
テム

（１）レジデントの自治による運営システム

　レジデントの生活は，タウンミーティング

（Resident Town Meeting）と呼ばれる自治組織を

中心としたシステムで運営されている。タウン

ミーティングにはレジデント全員が加入している。

その中に“Committees”と呼ばれる26種類の委員

会があり，クリスチャンとしての宗教的な活動，

ゲストルームなどの施設の管理，後述する

“Residents Health Support Program”の管理，最

大行事である“Annual Festival”の企画・運営，

ニュースレターの発行など，レジデントの生活に

必要な事柄を運営する。これらの委員会は，全て

メンバー自身の手によって運営されている。また，

このほかにも，自主的に運営される様々なグルー

プがある。

　また，ピルグリム・プレイスは，“Pilgrim Place

Corporation”という名称の非営利団体であるた

め，理事会（Board）が最高決定機関である。これ

は，外部の有識者やタウンミーティングの代表者

が理事となって，運営・経営方針を決定する機関

である。

　この理事会によって決定された運営・経営方針

に従い，利用料の管理，寄付やファイナンスなど

の資産管理，スタッフの人事管理などを遂行する

のがCEOを中心としたマネジメントチームであ

る。マネジメントチームはレジデントではなく，

全員が雇用されたスタッフである。このチームの

下，HSCやPitzer Lodgeの専門職，ダイニングルー

ムのスタッフ，環境整備のスタッフなど，多くの

者が雇用されている。

　このように複雑な運営がなされているが，基本

的にはレジデントの力が非常に強い。CEOの任命

権を持つ最高決定機関である理事会は，20名のう

ち4名がタウンミーティングの代表者であるため，

レジデントが直接経営に参加するシステムになっ

ているからである。また，例えばHSCやダイニン

グルームなど，雇用されたスタッフが提供する

サービスに対しては，サービスごとに“Advisory

Committees”があり，レジデントの意見が反映さ

れる仕組みとなっている。

（２）多彩なアクティビティ

　ピルグリム・プレイスには，「アクティブなライ

フスタイルを楽しむ」という大きな目的がある

（Pilgrim Place，2005）ため，多彩なアクティビ

ティがある。特にインディペンデント・リビング

のメンバーは多くの役割を持ち，内外で様々なア

クティビティを自主的に行っている。

　これらのアクティビティは，タウンミーティン

グを中心とする運営を目的としたもの，楽しむこ

とを目的としたものなど多様であり，前述の委員

会や自主的なグループ，全く個人的に行われてい

るものなど，数え切れないほどのものが存在する。

　音楽，創作活動など，芸術的なアクティビティ

のほかに，特にピルグリム・プレイスでは“老い”

や“死”など，高齢者が直面する問題に対する神

学的な問いを研究するグループ，社会情勢や倫理

について研究するグループなどがあり，定期的に
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ディスカッションの場などを開いている。また，

内外で様々なボランティアを行うグループも数多

くある。

　これらのアクティビティは，ほとんどメンバー

が主体的に行っている。レジデントは，神学のみ

ならず芸術にも造詣の深い者が多く，また，レジ

デントの中で，102人が聖職者，53人が博士の学

位を取得しており（Pilgrim Place，2005），図書館

にはメンバーの出版した書籍が並び，研究，音楽，

創作活動などのレベルは非常に高い。レジデント

は，あらゆる分野に何かしらの秀でた能力を持っ

ている。それゆえ，健康上の理由などで活動が困

難なメンバー以外は，皆自分の持っている能力を

生かし，グループの中心となって活動している。

（３）Residents Health Support Program

　“Residents Health Support Program”は，経済

的な問題で入居料を払えないメンバーをサポート

するシステムであり，レジデントはファンドと呼

んでいる。ピルグリム・プレイスは営利目的の高

所得者向けのリタイアメント・コミュニティでは

なく，クリスチャン・プロフェッショナルとして，

社会に貢献して来た者の引退後の社会サービスで

ある。

　レジデントの多くは，公的な退職者年金，個人

の資産，民間保険などで利用料を支払っている。

しかし，Pilgrim Placeの場合，宣教活動などで海

外，特に発展途上国などでその国の社会へ貢献す

ることに自らの持てるもの全てを捧げてきた者も

おり，満額の入居料を支払うのが困難なレジデン

トもいる。こうした不足分をこのファンドでサ

ポートすることによって，経済的要件なしに入居

することが可能となっている。

　このファンドの最も大きな収入源は，年間の最

大行事である“Annual Festival”の収益である。

またその他にも，ゲストハウスの収益，様々な寄

付などからも成り立っている。

　“Annual Festival”は，毎年11月に開催される。

レジデントは，芸術作品やリサイクル品の販売，

各種教室，コンサートなど，自らの能力を生かし

て収益をあげる。また，そこに外部のコミュニ

ティの住民も多数参加する。開催中は多くの入場

者で溢れ，クレアモントの代表的な行事の一つと

なっている。

　また，これ以外にも多くの寄付が集まる。その

多くはレジデントのアクティビティで得た収入で

ある。これは，自ら生産した果物を売るグループ，

リサイクル品を販売するグループ，雑貨を売るグ

ループなど，前述のファンドを運営する委員会と

連携して日常的に活動しているグループもあるが，

例えば，自分で描いた絵葉書を売って得た収益を

ファンドに寄付するなど個人で活動している者も

いる。

　このように，このファンド・システムは，レジ

デントが自分の能力を生かし，そこで得た収入を

個人のためではなく，他のメンバーのために役立

てることで成り立つシステムである。このように，

アクティビティを楽しみながら得たファンドの収

入は非常に大きな比重を占めている。

（４）社会への参加

　ピルグリム・プレイスにおける，アクティビ

ティは社会貢献を目的としたものが多い。ファン

ドを支えるアクティビティはもちろんのこと，そ

の他にも様々なボランティアグループがある。例

えば，HSC の受付は，ボランティアグループに

よってなされている。また，個人的に介助が必要

な他のメンバーのハウスキーピングをするボラン

ティアを行っている者もいる。また，全てのアク

ティビティが楽しむことの他に何らかの社会貢献

を目的としている。

　これらは，ピルグリム・プレイスの生活をお互

いに支え合うアクティビティであるが，外部のコ

ミュニティにおいてもメンバーたちは積極的な活

動をしている。レジデントの多くは，第一線を退

いたとはいえ，聖職者として地域の教会に深く関

わっている。クリスチャンの多い同地域において，

教会に深くかかわるということは，地域の人々と

の交流を保つことを意味する。その他にも，大学

や神学校での神学を講義する者，パイプオルガン
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の奏者として演奏活動を行う者など，それぞれの

能力を生かしたアクティビティを行うレジデント

が多い。

　また，病院や施設などでのカウンセリング，

フードバンクやハウジングサービス４）におけるボ

ランティアなど，直接的な援助活動を行う者もい

る。レジデントの多くは，発展途上国などで宣教

師としてその社会に貢献してきた者であり，また，

教会関係のエージェンシーでソーシャルワーカー

やカウンセラーなど対人援助専門職としての経験

を持つ者もいる。

　ピルグリム・プレイスの位置するクレアモント

は，カリフォルニア州の中でも，メキシコ国境に

近い地域であり，大都市であるロサンゼルス近郊

でもある。実際に，筆者がレジデントと共にボラ

ンティア活動に参加した数キロ離れた隣町にある

フードバンクでは，生活に困窮した人々が食料を

求め長蛇の列を成すだけでなく，その貧困問題の

ベースにはドラッグ，アルコール依存症，人種差

別等，様々な社会問題が複雑に絡み合っていた。

　また，筆者も同行した病院でのカウンセリング

活動では，ターミナル期の高齢者や病を得た者に

とって，スピリチュアルなケアの持つ意義の深さ

を知った。筆者の参加した活動はごく僅かであっ

たが，それだけでも社会の中に多くのニーズがあ

ることが判明した。

　このようなニーズに対する援助活動は，特にア

メリカ合衆国の場合，専門職による援助だけでな

く，多くの住民ボランティアによって支えられて

いる。これらの活動にはピルグリム・プレイスの

レジデント以外の地域住民も参加しており，それ

らの者と共同して，レジデントの多くは自らの専

門性を生かし，積極的に社会全体に貢献している

のである。

５．まとめ

　高齢期は一般的に，様々な役割を喪失する過程

であると言われている。近年，自立と社会参加と

いう言葉は，高齢者の諸問題を論じる上で必ず登

場する言葉であるといっても過言ではないだろう。

自立の概念を整理すると，①経済的自立，②身体

的自立，③精神的自立がある。辞書的には自己以

外の者の助けを受けることなく，自己の意志に

よって決定し，行動することを自立としている

（菊池，1998）。

　しかし，現在の社会福祉における自立とは単に

それだけを意味しない。自立と相反する概念であ

る依存を前提とした自立，サービスの利用や経済

的な援助を受けながらも，精神的な自立，すなわ

ちその真髄である自分のライフスタイルは自分で

決めるという自己決定の原理が満たされている状

況が自立とであり，また，高齢者の社会参加も同

様に高齢者が自発的に選択した社会参加こそ，そ

の自立を助長するものであるとされている（藤崎，

1998）。

　このような観点からすると，ピルグリム・プレ

イスのシステムとレジデントのライフスタイルは，

改めて高齢者の“自立”や“社会参加”とは何か

という根源的なことを，深く我々に考えさせられ

ものではなかろうか。

　ピルグリム・プレイスでは，各々のレジデント

が主体となって様々なアクティビティを楽しんで

いる。加えて，それらのアクティビティが自分の

ためのみではなく，他のレジデントのため，ひい

ては社会に貢献するためのものとなっている。例

えば，自ら楽しんで創作した作品の収益は，ファ

ンドとして他のレジデントのために活用される。

あるいは，フードバンクやハウジングサービスに

おけるボランティアは直接的に社会に貢献してい

る。レジデントは，そのようなライフスタイルに

価値を見出し，深い意味を模索しながらコミュニ

ティとしてのピルグリム・プレイスのシステムを

自らの手で創造しているのである。

　このようなライフスタイルを楽しむ一方，やは

り“役割の喪失”や“対象の喪失”というような

老年期特有の問題に対するレジデントの悩みは深

い。しかし，これらの悩みに対し，レジデントは

“老い”や“死”について日常の全ての生活の中で

神学的・哲学的な答えを模索し，そして受け入れ
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ながら社会に貢献する事の意味を見出そうとして

いる。

　幸福で生きがいに満ちた老年期を迎えると言う，

いわゆるサクセスフル・エイジングは万人の願い

であり，高齢者福祉の究極の目的である（古谷野，

2003）。この，“幸福で生きがいに満ちた老年期”と

いうものは，非常に主観的な要素に影響される概

念であるため，個人によって異なるであろう。

　しかし，ピルグリム・プレイスのレジデントの

ように，“老い”という現実の中で，自らのライフ

スタイルを深く模索してその価値を見出し，かつ，

それを自らの手で選択し楽しみながら他者のため

に生きるという愛他的な姿は，幸福で生きがいに

満ちた老年期の一つの姿とはいえないであろうか。

そして，それを可能にしているピルグリム・プレ

イスのシステムは，今後わが国の高齢者福祉を考

える際，文化的土壌に適合させた上で，一つのモ

デルとなる可能性があると思われる。

６．終わりに

　ピルグリム・プレイスという魅力的なリタイア

メント・コミュニティでの経験の中で得たものは

あまりにも多く，また，その根底にある意味は深

い。このようなシステムを可能にしているのは，

レジデントの特性によるところが大きいであろう。

レジデント達は，クリスチャン・プロフェッショ

ナルとして多くの経験を積み，様々な分野に秀で

人々である。それに加え，クリスチャン・プロ

フェッショナルの中でも，内外を問わず社会に貢

献することに全てを奉げてきた者が多く，またエ

キュメニカルな信仰とそのアクティブで愛他主義

的なライフスタイルに強く賛同した人々でもある。

このような事実に加え，社会のシステムそのもの

が異なるわが国において，今後どのようにしてこ

の経験を消化し，実践に結びつけるかということ

が筆者に課せられた大きな課題であろう。

　末筆ながら，本実習を調整してくださり，滞在

中も公私にわたりお世話になったKenneth. J. Dale

先生，また，ピルグリム・プレイスの方々に深く

感謝を捧げたい５）。

注

（１） メディケアは社会保障法第18 章に規定されてい

る，高齢者や障害者を対象とした医療保険制度で，

ほぼ強制加入となっている。メディケアは同法19

章に規定された，低所得者への医療扶助であり，

州毎に独自の運営がされている。カリフォルニア

州ではメディキャル(Medi-Cal)という名称で呼ばれ

ている。

（２）“Pitzer”は“Russell K. Pitzer” (1878-1978)の名前

に由来している。Claremont Collegesの一つにも

Pitzer Collegeがある等，教育・福祉に多くの寄付

をして地域に貢献した。

（３） Pilgrim Placeでは，パンフレットなどにおいて入

居者を“residents”と呼称している為，本稿では

あえて入居者とせず，レジデントと表記した。ま

た，日常生活では入居者の事を表現する時に，

“Pilgrims”または“Pilgrim Friends”と呼ぶ事が

多い。

（４） ここでのフードバンク（Food Bank）とは，クレ

アモントの隣町，ポモナ（Pomona）の教会におけ

る活動である。フードバンクは，“America’s Sec-

ond Harvest”が運営する食糧供給ネットワークで

ある。野宿生活者など食糧を得ることが難しい者

に，無償で食糧を供給する活動をしている。全米

中にネットワークがあり，各地域で様々な団体が

加盟して活動をしている。Pilgrim Placeでは，毎

週火曜日と木曜日の午後，グループで教会に出向

き活動している。フードバンクについての詳細は，

“America’s Second Harvest”のホームページ，

http://www.secondharvest.org/を参照されたい。

また，ここで述べたハウジングサービスは，全世

界にネットワークを持つ“Habitat for Humanity”

が運営する住宅供給事業で，ボランティアの手に

よって住宅を建て，低所得者に提供する事業を

行っている。Pilgrim Placeでは，毎週土曜日に男

性のレジデントが参加している。このサービスの

詳細に関しては，http://www.habitat.org/を参照

されたい。

（５） 本稿では，Pilgrim Placeというリタイアメント・

コミュニティの実名を記載した。本稿の中のPil-

grim Placeに関する全ての固有名詞は，電子メー

ルによって，本稿に記載することに対する承諾を

頂いている。
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